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デスクトップブックマーク:

計算機土の仕事状態の保存と復元機能の提案

小笠原 良↑乃村能成↑谷口秀夫f

利用者が仕事で利用する APは，利用者の仕事の再開を支援するために，過去に編集したファイル
などの履歴情報を提供している.ここで，複数の APの統一的な履歴情報を提供できれば，計算機内
で過去ビ参照したデータの想起と参照を効果的に行うことができる.しかし，統一的な履歴情報を提
供する APは，利用者に統一的なファイルアクセスの履歴情報を提供するものの，履歴情報を具体的
な仕事単位で集約することは利用者にゆだねられている.このため，履歴情報から個々の仕事の途中
状態を想起することは難しい.そこで，我々は，計算機上の仕事状態の保存と復元の機能を提供する
『デスクトップブックマークJを提案する.デスクトップブックマークは，履歴情報を利用者の意識
できる仕事の単位で集約して提示する.我々は，デスクトップブックマークの実装と簡単な評価によ
り，その有効性を示す.

Desktop Bookmark: 
A Method for Save and Load of Desktop Contexts 
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To incre錨 eusability， some applications have records of recent opened fil伺.By using th笛 e
records， the system effectively reminds users of important files and data. However， since a 
t槌 kusually.consists of a series of fil笛， such kind of history do回 notoffer enough information. 
It is difficul色fora user to recall a context of t笛 kusing the file acce路 history，because he or 
she has to match each element of history record to a concrete t舗 k.In this paper， we propose 
theD伺 ktopBookmark， which suppo此 auser to save and restore his context of七槌k.D回 ktop
Bookmark suggests a summary of t錨 kand a set of open file record which corresponds to the 
t舗 k.

1. はじめに

計算機を利用して仕事を進める機会が増加している.

利用者は，仕事で様々なアプリケーションソフトウェ

ア(以下， AP)を利用する.仕事で利用する APとし

て，エディタ，メーラ， Webブラウザなどがある.

これらの APは，利用者の仕事の再開を支援するた

めに，過去に編集したファイルなどの履歴情報を提供

している.履歴情報を提供する利点は，利用者にとっ

て過去に参照したデータの想起と参照が容易になる点

である.多くの場合，これらの履歴情報は，個々のAP

に閉じており，複数の APの履歴情報を同時に提供で

きない.しかし，複数の APの統一的な履歴情報を提

供できれば，計算機内で過去に参照したデータの想起
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と参照を効果的に行うことができる.

統一的な履歴情報を提供する APとして， Google 

Desktopりがある.この APは利用者に統一的なファ

イルアクセスの履歴情報を提供するものの，履歴情報

を具体的な仕事単位で集約することは利用者にゆだね

られている.このため，履歴情報から個々の仕事の途

中状態を想起することは難しい.

本稿では，統一的な履歴情報を提供する既存手法の

問題点を示し，その対処には，統一的な履歴情報を利

用者の意識できる仕事の単位で集約した「仕事状態J

として保存し復元する機能を提供する.そこで，我々

は，計算機上の仕事状態の保存と復元の機能を提供す

る fデスクトッププックマークj を提案する.デスク

トップブックマークは，過去に行った仕事の内容と統

一的な履歴情報との関連付けを利用者の任意の時点で

ブックマークのように記録する.
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国 1 統一的贋歴情報

2. 統一的履歴情報

2.1 特徴

統一的履歴情報とは，複数の APの履歴情報(ファ

イルアクセスや操作情報)を共通する APIで統一的に

提供したものである.統一的履歴情報の基本的な考え

方を図 1に示し，以下に説明する.

まず， APの履歴情報を利用した手法(図 la)では，

履歴情報は個々のAPによって個別に提供されている.

このため，複数の APにまたがった履歴情報を扱うこ

とは，ユーザに繁雑な操作を要求する.

一方，統一的履歴情報を利用した手法(図 lb)では，

個々の APの履歴情報を統一的インタフェースで提供

するので，利用者は過去に参照したデータの想起と参

照を容易に行える.例えば，エディタで参照したデー

タの履歴情報と Webブラウザの閲覧履歴情報の関連

を時刻を基準に扱える.このように，統一的履歴情報

は利用者にとって有益である.

Google D邸 ktopl)は，統一的履歴情報をGoogleの

検索技術と組み合わせることにより，利用者計算機上

のデータ検索を容易に実現する.例えば， r評価論文J

などのキーワードからデータを検索できる.

俺デスク2)は，統一的履歴情報を想起の引き金とし，

計算機上にあるデータや Web上にあるデータの想起

を可能にする.これにより，利用者は rpDFファイ

ルAを参照時に参照していたWebページを検索Jと

いった要求が可能になる.

Desktop His色ory3}は，統一的履歴情報の要約を利

用者に提示する.これにより，効率的なデータの発見

と過去のワークスペースの再構成を容易にする.Desk国

top His色oryを利用すると，利用者はより多くの重要

なデータを発見できる.また，以前の仕事状態を再現

するために関連のあるデータを発見できる.

2.2 問題点

2.1節にて，統一的履歴情報の概念と既存手法につ

いて述べた.これらの問題点について以下に示す.

(問題点 1) 仕事とデータの関連性が保存されない

利用者は過去に参照していたデータをデータの名

前や参照していた時刻ではなく， r仕事J単位で記

憶している.例えば， r論文A執筆j という仕事

を行っていた時に参照していた PDFファイルを

探したい場合，利用者はデータを参照していた正

確な時刻は記憶していないが， r論文 A執筆時に

参照していたjのような過去に利用者が行ってい

た仕事に関する情報(以下，仕事情報)は記憶し

ている.このため，過去に行っていた仕事を再開

するには，仕事情報からデータの想起と参照がで

きる必要がある.しかし，既存手法はいずれも利

用者に統一的なファイルアクセスの履歴情報を提

供するものの，これらの情報を具体的な仕事単位

で集約することは利用者にゆだねられている.こ

のため，仕事情報から過去に参照していたデータ

の想起を行うことは難しい.

(問題点 2) 過去の仕事を容易に復元できない

利用者は過去に行っていた仕事の続きを行うこと

がある.このとき，過去に行っていた仕事中にデ

スクトップ上で起動していたAPを起動し，参照

していたデータを再び参照する必要がある.例え

ば，論文Aを発展させた内容の論文を執筆する場

合，過去に論文Aを執筆していた時にデスクトッ

プ上で起動していた APを起動し，参照していた

データを再び参照する必要がある.しかし，既存

手法はいずれも仕事を再開する場合，データを 1

つずつ手作業で参照していく必要がある.このた

め，過去の仕事を再開するには手聞がかかる.

3. 要求と対処

3.1 要求

統一的履歴情報の問題点から，新しい機能には以下

の要求がある.

(要求 1) 仕事とデータを関連付けて仕事状態として

保存

(要求 2) 過去の仕事状態を容易に復元

以降では，これらの要求への対処について述べる.

3.2 仕事とデータを関連付けて仕事状態として保存

(要求 1)への対処として，統一的履歴情報を仕事単

位で保存する機能(以降，仕事状態保存機能)を実現す

る.ここで，仕事状態は統一的履歴情報を仕事の単位

で集約した情報とし， 1つの仕事状態は仕事情報，お

よび統一的履歴情報からなるとする.この様子を図 2

に示し，以下に説明する.例えば， r論文 A執筆Jと

いう仕事情報に対して， rエディタで論文データ a編
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園 2 仕事状態

集J，rWebブラウザでWebページb閲覧j という統

一的履歴情報を関連付けて保存する.仕事情報と統一

的履歴情報の具体的な内容は 4.1節にて議論する.

3.3 過去の仕事状態を容易に復元

(要求2)への対処として，過去に行っていた仕事中

にデスクトップ上で起動していた APの起動と参照

していたデータの参照を一括して行う機能(以降，仕

事状態復元機能)を実現する.例えば， r論文A執筆j

という仕事情報に関連付けられた統一的履歴情報を用

いてエディタと論文データ a，Webブラウザと Web

ページbの起動と参照を一括して行う.

3.4 デスクトップブックマーク

上記の要求への対処を満たす機能として，計算機上

の仕事状態の保存と復元機能であるデスクトップブ、ツ

クマークを提案する.ここで，計算機上の仕事状態の

保存と復元機能の目的から，デスクトップブックマー

クは以下の特徴を持つ必要がある.

(特徴。 複数の仕事状態を保存可能

仕事状態を保存する機能の目的は，仕事の中断と再開

ではなく，過去に参照していたデータの想起にある.

1つの状態しか保存できない場合，過去の仕事情報を

さかのぼって検索することができない.このため，複

数の仕事状態の保存を可能にする必要がある.

(特徴 2) 任意の時点で仕事状態を保存可能

仕事は一定時間毎に変化するものではなく，利用者の

意思によって変化すると考えられる.このため，計算

機が入力を待っている状態の任意の時間に仕事状態を

保存できる必要がある.

(特徴 3) 計算機環境は常に最新を保つ

計算機上の仕事状態の復元機能の目的は，計算機の状

態を元に戻すことではなし仕事の再開を容易にする

ことである.つまり，ハードウェアや08の状態の復

元が目的でなく，過去に参照していたデータの再参照

を目的としている.このため，現在の計算機環境は変

更せずに，仕事に関する部分のみを復元する必要があ

る.例えば，仕事 Aに関連する APと仕事Bに関連

する APを同時に復元することも可能にする.

選択した仕事状態の復元

園 3 デスクトップブックマ}クの概要

デスクトップブックマークの動作例を，図3に示し，

以下に例を挙げる.

例えば，過去に行っていた「システム Aの評価j と

いう仕事中に閲覧したWebページを捜索する場合，デ

スクトップブックマークを用いると便利である.この

とき，利用者が復元したい仕事状態(ここでは「シス

テム Aの評価J)を選択すると，デスクトップブック

マークはその仕事中に参照していたデータを列挙する.

利用者はその中から目的のデータを発見することがで

きる.このように，デスクトップブックマークは，利

用者の過去に参照していたデータの発見を手助けする.

また， rシステム Aの評価Jという仕事の続きを行

う場合も，デスクトップブックマークを用いると便利

である.このとき，利用者が復元したい仕事状態(こ

こでは fシステム Aの評価J)を選択すると，デスク

トップブックマークは仕事途中の仕事状態の状態を復

元し(過去に参照していたデータを再び参照し)，その

時点で参照していたファイルも，そのまま参照できる.

このように，デスクトッププ、ックマークを使うことで，

利用者は過去の仕事を容易に再開することができる.

4. 設計方針

4.1 仕事状態として保存するデータ

ここでは， 3.2節で述べた仕事状態を具体化する.デ

スクトップブックマークが保存する仕事状態は，利用

者に提示するデータである.このため，利用者に提示

する目的で保有するデータとして，以下のものが考え

られる.

(1) r仕事状態j は「仕事情報Jと『統一的履歴情

報Jからなる.

(2) r仕事情報Jは以下の情報を含む.

(2・a)仕事名: 過去に行った仕事を識別できる名前

を提示する.これは，利用者が仕事を想起する引き金

の役割を果たす.
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(2・b)仕事に関するキーワード: 過去に行った仕事

に関するキーワードを提示する.これは，仕事名が正

確に思い出せない場合でも，キーワードから容易に仕

事の想起を可能にする.

(2・c)スケジュール: 過去に仕事を行った時刻を提

示する.これは，時系列順に考えた仕事の想起を可能

にする.

(3) r統一的履歴情報Jは以下の情報を含む.

(3・a)データの場所(パス): 過去に参照していた

データのパスを提示する.これは，利用者は過去に

参照していたデータの再参照を可能にする.

(3・b)データのイメージ図: 仕事中に参照していた

データのイメージ図(サムネイル)を提示する.これ

は，文字のみを提示した場合と比較して，より直感的

にデータ内容を把握可能にする.

(3・c)データの変更履歴: 過去に参照していたデー

タの変更履歴を提示する.これは，過去に参照してい

たデータの内容から仕事の想起を可能にする.

以上より， (2・a)--(2-c)と(3-a)--(3-c)が保存する

データとして考えられる.しかし，デスクトップブッ

クマークでは，そのうち(3-c)は保存対象としない.

なぜなら，参照していたデータの変更履歴の保存に関

しては，すでに研究が行われており，多くの場面で用

いられている.具体的には，パージョン管理システム

である 8ubversion4)やファイルシステムの復元機能

である TimeMachine5)がある.しかし，これらの目

的は重要データの復元である.ここでは，利用者の過

去に参照していたデータの想起と参照の手助けを行う

ための保存項目を対象としている.データの変更履歴

は，別途 8ubversionなどの手法を用いて取り出せば

よい.このため，データの変更履歴 (3・c)は保存対象

としない.

4.2 実現方式

提案手法の実現方式として，以下の 3つが考えら

れる.

(1) 08による実現

ノ、イパネーション機能に代表されるように，仕事を途

中で中断したいときに，仕事状態を完全に保存可能に

する機能を作成できる.また，チェックポイントリス

タート6)に代表されるように，保存した状態から実行

を再開できるように，走行中の APの状態を保存可能

にする機能を作成できる.

(2) 仮想計算機による実現

VMware7)のスナップショット機能に代表されるよう

に，仕事を途中で中断したいときに，仮想計算機の仕

事状態を完全に保存可能にする機能を作成できる.

(3) APによる実現

Google Desktopに代表されるように，過去に参照し

たデータの想起を手助けするような機能を作成できる.

osや仮想計算機上にデスクトッププックマークを

作成する場合，ハードディスクやosの状態といった

計算機上の全ての状態を保存できる.しかし，計算機

上の全ての状態が過去の状態に戻る場合，最新の計算

機環境のままで仕事に関する部分のみを復元できない.

APにてデスクトップブックマークを作成する場合，

APで抽出可能な情報のみを利用して復元することか

ら，現在の計算機環境そのままで，保存した仕事状態

のみを復元可能であると考える.この特徴を生かして，

デスクトップブックマークは APとして実現する.

4.3 仕事状態の保存契機

仕事状態の保存契機として，以下の 2つが考えら

れる.

(1) 計算機が自動で仕事状態を保存

利用者が意識しなくても自動で保存されるため，仕事

状絡を確実に保存できる.しかし，利用者の「仕事J

を意識した仕事状態の保存はできないため，後の検索

精度が低下する.

(2) 利用者が手動で仕事状態を保存

利用者が「仕事j を意識して Webのブックマークを

作成する要領で仕事状態を保存できる.しかし，利用

者が手動で仕事状態を保存するため，仕事状態を確実

に保存できる保証はない.

既存手法は計算機が自動で統一的履歴情報を保存す

るが， r仕事Jを意識するためには利用者が手動で保存

する必要がある.そこでデスクトップブックマーク

はWebページのブックマークのように， r現在の仕事

状態を保存Jという操作を利用者に求める.

4.4 履歴情報の取得方法

利用者が過去に参照したデータには，計算機内部に

ある場合と，計算機外部にある場合の 2通りがある.

計算機の内部にあるデータの統一的履歴情報の取得

方法として，以下の 2つが考えられる.

(1) 08の提供する AP情報の利用

(2) 個々の APの持つ履歴情報の利用

個々のAPの持つ履歴情報を取得する場合， AP'に
よって個々の APから履歴情報を取得する方法は異な

る.このことから，使用する AP全ての履歴情報を収

集するためには，大きな工数を必要とする.08の提

供する起動中のAPに関する情報(以下， AP情報)を

取得する場合， APによらず同一の手法でAP情報を

取得することができるものの，ある任意の時間の「起

動中の APJと「参照中のデータj といった限られた
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邑田昌E与品閉
AP プロキシサーバ 外卸計算梅

園 4 通信履歴の把握場所

情報のみになってしまう.しかし，ある一定間隔ごと

に「起動中の APJと「参照中のデータJを記録する

ことにより，個々のAPの持つ履歴情報と同等の履歴

情報を取得できる.なぜなら，仕事状態は利用者の操

作によって変化するため，数十秒から数分のオーダで

情報を取得することで同等の情報が得られると考えた

からである.このため，デスクトップブックマークで

は08の提供する AP情報から，計算機内部にある

データの履歴情報を収集する.

計算機外部にあるデ}タの履歴情報を取得するには，

外部計算機との通信情報を記録すればよい.ここで，

保存する通信情報は， Webページの閲覧履歴情報を

考える.外部計算機との通信情報の把握は，図4に示

す通り，大きく以下の 3つの方法が考えられる.

(対処 1) APによる通信情報の把握

Webプラウザをデスクトップブックマーク用に修正

し， Webブラウザから通信情報を取得する方法であ

る.これは利用者環境の変更が必要になるため，導入

は容易でない.しかし，利用者計算機上で情報を扱う

ため，機密情報の扱いを含む仕事も安全に扱える.

(対処 2) プロキシサーバによる通信情報の把渥

Webブラウザと外部計算機との聞の通信をプロキシ

サーバを仲介させ，プロキシサーノ〈から通信情報を取

得する方法である.Webブラウザの設定をプロキシ

サーバ経由に変更するだけで導入可能であるため，導

入が容易である.しかし，利用者計算機外に情報を送

信するため，情報の取り扱いは安全でない.

(対処3) 外部計算機による通信情報の把握

外部計算機から通信情報を取得する方法である.計

算機環境の変更は不要であるため，導入は容易である

が，特別な外部計算機が必要となる.また，利用者計

算機外に情報を送信するため，情報の取り扱いは安全

でない.

各対処の比較を表 1に示し，以下に考察を述べる.

どの対処においても導入の容易さと機密情報の安全

さの両方を満足することは難しい.しかし，プロキシ

サーバを利用者計算機上に設置することができれば，

プロキシサーバを用いる際の欠点を解消できる.

上記の理由より，デスクトップブックマークでは，

(対処 2)であるプロキシサーバによる方法を用いる.

対処 3

導入の容易さ x 0 d. 

情報の取り扱いの安全さ o x x 
対処 1:APによる埴倍情報の把鑑

対処 2:プロキシサーバによる通信情報の把握

対処 3:外部計算機による通信情報の把握

デスクトップブックマーク

外部計算僧

図 5 システム構成

つまり，相手計算機との通信情報は，利用者計算機上

にプロキシサーバを設置し把握することにより取得す

る.これにより，利用者計算機上の通信情報を安全，

かつ容易に取得することができる.

5. システム設計

5.1 システム構成

デスクトップブックマークのシステム構成を図5に

示し，以下で各システム構成要素について説明する.

(1)履歴情報収集部: 履歴情報収集部は，統一的履

歴情報を収集する処理部である.計算機外部のデータ

の履歴情報を収集オるために，履歴情報収集部はWeb

ブラウザと外部計算機との通信を仲介するプロキシ

サーノ〈から通信情報を取得する.また，計算機内部の

データの履歴情報を収集するために， 08から定期的

にAP.情報を取得する.

(2)履歴情報保存部: 履歴情報保存部はデータ収集

部から統一的履歴情報を受け取り，仕事情報と関連付

けて DBに保存する処理部である.仕事情報を収集す

るために，履歴情報保存部は保存時の仕事名，および

仕事内容に関するキーワードを入力として要求する.

(3)デスクトップ復元部: デスクトップ復元部は，

DBから仕事状態を受け取り，利用者が過去に参照

していたデータを一括して再参照する処理部である.

(4)インタフェース部: インタフェース部は統一的

履歴情報を見やすい形に加工し，利用者に提示する処

理部である.また，仕事情報の保存時，インタフェー

ス部は利用者に仕事情報を入力させる.インタフェー

ス部は， Webインタフェースとして実現する.

(5) DB: DBは，仕事途中状態を永続的に保存し

ておくファイルである.
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5.2 動作概要

デスクトッププ、ックマークの動作概要を以下に示す.

(A・1)--(A-3)に仕事状態の保存時の処理の流れを示

し，(B-1)"，:，(B-3)に仕事状態の復元時の処理の流れを

示す.

(A.・1) 利用者は，現在の仕事状態を保存するために，

インタフェース部である WebCGIを通じて「仕事情

報J(仕事名とキーワード)を入力し， r履歴情報保存

部j に仕事状態の保存開始を指示する.

(A・2) r履歴情報保存部Jは「履歴情報収集部Jか

らI統一的履歴情報J(計算機外部および内部のデー

タ)を取得する.収集した情報から，重要度が高いと

判断できる項但のみを抽出する.

(A・3) r履歴情報保存部Jは， (A・1)で得た「仕事

情報Jと(A・2)で得た「統一的履歴情報jを関係付け

て， DBに保存する.

(B・1) デスクトップブックマークは，インタフェー

ス部である WebCGIを通じて， r仕事情報Jの一覧を

利用者に提示する.利用者は，現在の仕事状態を復元

するために，提示された f仕事情報Jの一覧から復元

する「仕事情報Jを指定し， rデスクトップ復元部Jに

仕事状態の復元開始を指示する.

(B・2) rデスクトップ復元部jは f仕事情報Jと関

連付けられた「統一的履歴情報JをDBから抽出する.

(B・3) rデスクトップ復元部jは抽出した f統一的

履歴情報Jを元に過去に参照していたデ}タを一括し

て再参照する.

6. 実装と評価

デスクトップブックマークを MicrosoftWindows 

XP上に Rubyon Railsを用いて実装した.1つの仕

事状態の提示画面を図 6に示し，以下に説明する.

デスクトッププ、ツクマークは，仕事情報として仕事

名，仕事に関するキーワード，スケジュールを保存す

る.また，デスクトップブックマークは 1つの仕事

情報と関連付けて，計算機内部と外部のデータの閲覧

履歴(データの場所)，およびイメージ図を提示する.

このことから，設計方針で示した「利用者に提示する

データj をデスクトップブックマークが提供している

といえる.設計方針で示した利用者に提示するデータ

を提供することで，統一的履歴情報を用いた機能への

要求を満たす.このため，デスクトップブックマーク

は過去の仕事を再開する際に有用である.

7. おわりに

計算機上の仕事状態の保存と復元の機能を提供する

デスクトップブックマークを提案した.統一的履歴情

報を提供する既存手法について?その特徴と問題点を

述べ，問題点への対処法を示した.また，対処法の 1

:っとして，デスクトップブ、ックマークを提案し，その設

計方針とシステム設計について述べた.デスクトップ

ブックマークは，履歴情報を利用者の意識できる仕事

の単位で集約して提示する.これにより，利用者の仕

事状態の保存と復元を支援できる.デスクトップ.ブッ

クマークの実装と簡単な評価により，その有効性を確

認した.残された課題として，設計方針で定義した保

存するデータの正当性と十分さの評価がある.
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